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トルコ国民はシリア難民をどう見ているのか 

 
トルコが隣国シリアの難民を多数受け入れているのは周知の事実である。2010 年 3 月に

シリア内戦が勃発した翌月からシリア人を受け入れ始め、2022 年 11 月現在でも約 363 万
人のシリア人がトルコに滞在している 1。彼らは命の危険を感じており、また同じムスリム
という共通点もあることから、トルコ人はシリア難民を客人として受け入れてきた。当初、
シリア難民は難民キャンプに滞在していたが、次第に難民キャンプを離れ、主に大都市もし
くはシリアに近い南東部の都市に移り住むようになった。難民キャンプはシリア人だけの生
活空間であったが、キャンプの外での生活は、トルコ人との共存を意味した。 

しかし、シリア内戦が一向に収束しないなかでシリア難民に対するトルコ人の態度も変化
してきた。図 1 はシリア難民の数に対するトルコ人の評価を集計したものである。2014 年
と 2015 年のデータは米国のシンクタンクであるジャーマン・マーシャル財団（GMF）が実
施したものであり 2、2021 年のデータは筆者がアジア経済研究所のプロジェクト 3で意識調
査を実施して得たものである。「外国人が多いと思うか」という質問に関して、「多すぎる」
という回答の割合が 2014 年は 25%、2015 年は 41%であったのに対し、2021 年は 71.4%に
まで増加した。また、「多すぎる」と「多い」という回答を足した割合も 2014 年が 57%、
2015 年が 66%であったのに対し、2021 年は 99.2%であった。 

このように、当初はシリア難民を「客人」として受け入れてきたトルコ国民であったが、
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次第に彼らを「負担」と感じるようになっていった。その背景には、上述の 2021 年の調査
によると、図 2 のように、シリア難民がトルコ人にとってさまざまな局面で脅威になるとト
ルコ国民が考え始めていることがあった。 
 
諸政党のシリア難民問題への対応 

 
その一方で、シリア難民問題はこれまで大きな政治イシューにはなっていなかった。これ

まで連立与党の公正発展党（AKP）と民族主義者行動党（MHP）だけでなく、野党の共和
人民党（CHP）や善良党（Iyi Parti）も選挙の際にシリア難民問題を公には取り上げてこな
かった 4。これは与党および野党にとって、難民問題を肯定することも否定することも国民
からの批判を招く可能性があったため、臭いものに蓋をするかのように争点化が避けられて
きた。ただし、シリア難民問題は、これまでの選挙で争点となってきた経済政策や安全保障
政策にも関連する重要な要素であった。 

しかし、最近、シリア難民問題が 2023 年の選挙において争点化する兆しが強くなってい
る。その理由として、3 つの点が指摘できる。1 つ目は、国民の不満の高まりである。2017
年 4 月にイズミルで、2019 年 7 月にイスタンブルで、2021 年 8 月にアンカラで、さらに
2022 年に入り、1 月にイスタンブルで、6 月にオスマニエでトルコ人のグループがシリア難
民を襲撃する事件が起こっている。その背景にはトルコ経済の脆弱化、それに加えてコロナ
禍による飲食業界をはじめとした経済状況のさらなる悪化がある。こうしたなかで、トルコ
国内で 10 年以上滞在しているシリア難民に対し、非難の矛先が向くようになった。シリア
難民がトルコに流入した 2011 年 4 月以降、トルコはシリア難民に対して 1000 万ドルを費
やしたと見積もられている 5。図 2 で示したように、トルコ人の多くはシリア人がトルコ人
の失業率が高くなる原因であり、犯罪やテロの温床であり、社会対立を引き起こしていると
否定的に考える傾向が以前より強くなっている 6。 

2 つ目は、2021 年夏にシリア難民問題に焦点を当て、シリア難民の帰還を選挙公約とする
勝利党（Zafer Partesi）が結党された点である。そして 3 つ目は、2 つ目の勝利党の結党の
影響により、他の各党もシリア難民に対する立場を明確にすることを余儀なくされた点であ
る。例えば、エルドアン大統領は、2022 年 5 月 3 日にそれまでのシリア難民をトルコ国内
に留める立場を改め、2023 年の選挙で勝利した場合、多くのシリア難民をシリアに帰還さ
せる考えを示した。最大野党の共和人民党を中心とする 6 党連合の各党もシリア難民の帰還
を主張している。共和人民党は、もし政権を奪取した場合、遅くとも 2 年以内にシリア難民
の帰還事業を開始すると主張している。そのために、①シリアのアサド政権と協議し、②EU
の協力も受けつつ、シリアの諸都市を復興させ、③帰還するシリア難民の生命と物資の保証
を約束し、もし必要であれば国連とトルコが監視団の派遣などを行い、④シリアに対して帰
還難民を対象とした援助を実施する、という 4 つのプロセスを提示した 7。 
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最後にトルコ在住のシリア難民の投票権について確認しておきたい。トルコでは外国人の
一時滞在者に投票権はない。シリア人が投票するためには、トルコの市民権を獲得し、トル
コ国民としての ID 番号を持つ必要がある。2018 年 6 月 24 日の大統領選挙・議会選挙では
約 2 万 2000 人、2019 年 3 月の地方選挙では約 5 万 4000 人のシリア人が投票権を有してい
た 8。スレイマン・ソイル内相によると、2022 年 8 月の時点で、2023 年 6 月の大統領選挙・
議会選挙に参加できるシリア人の数は 12 万 1000 人ということである 9。 
 
勝利党とはどのような政党か 

 
次に、トルコにおいてシリア難民問題の争点化に大きなインパクトを与えた勝利党につい

て詳しく見ていきたい。勝利党は多様な争点について論じるのではなく、シリア難民の帰還
という 1 点のみを選挙公約としている。それにもかかわらず、例えば、世論調査会社である
ALF の最近の世論調査では元首相・外務大臣のアフメット・ダヴトオールが結党した未来党
や元経済大臣・外務大臣のアリ・ババジャンが結党した民主主義進歩党を凌ぐ 2.5%の得票
率を得るという結果も出ている 10。一方で別の世論調査会社である Metropoll の世論調査で
は勝利党は 0.7%の得票に留まるという結果も出ており、その評価は割れている 11。現状で
はいずれにせよ、このシリア難民問題に特化した政党がどの程度の支持率を得るかで、選挙
後のシリア難民対策も左右されることが考えられる。 
 勝利党は 2021 年 8 月 26 日に党首であるウミト・オズダーを中心に結党された。オズダ
ーは安全保障問題の研究者としてのキャリアを歩んでいたが、2006 年に政治家に転身した。
右派政党として知られる民族主義者行動党に所属し、2015 年６月および 11 月の総選挙でガ
ジアンテプ県から出馬し、当選を果たしている。しかし、その後 2017 年 10 月に民族主義者
行動党を離党し、メラル・アクシェネル等と共に善良党を結党し、2018 年６月の総選挙で
はイスタンブル県から出馬し、当選した。その後、2021 年 3 月に善良党からも離党し、新
たに勝利党の党首となった。 

オズダーは、民族主義者行動党の設立者を父親に持つ、生粋の右派政党支持者である。オ
ズダーの父親は、元軍人であったアルパスラン・テュルケシュとともに活動したムザフェル・
オズダーである。オズダーの母も弁護士であるとともに民族主義者行動党の党員であった。 

勝利党は民族主義者行動党、善良党と並ぶ右派政党である。イデオロギーは 3 政党とも類
似しているといってよいだろう。しかし、民族主義者行動党がエルドアン政権を支持してい
るのに対し、善良党と勝利党は支持していない。また、オズダーは善良党時代から善良党が
最大野党である共和人民党と共闘することを快く思っていなかった。 
 それでは勝利党はどのような主張をしているのであろうか。まず、同党が結党時に掲げた
マニフェストを見ると、トルコ共和国の主権を守るという観点から、今日のシリア人および
アフガニスタン人のトルコへの流入は、第一次世界大戦後のオスマン帝国に対するギリシャ
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の侵攻と同等の危機であると主張する 12。この主張を背景に、これまでシリア難民を受け入
れてきた公正発展党の政策を批判している。また、勝利党はシリア難民によって仕事を失っ
たトルコ人などを例に挙げ、トルコはトルコ人の国であることを強調している。そして、ト
ルコに難民を流入させない「アナトリアの城（Anadoku Kalesi）」計画を推奨している。この
マニフェストのなかで、難民に対する政策だけの党ではないが、まずは難民の帰還が最優先
されるとし、他の政策については難民問題が解決してから検討するという姿勢を示している。
オズダーのツイッターのアカウントには 180 万人のフォロワーがおり、彼の難民問題に関す
るツイートに、1900 万のフォロワーがいるエルドアンよりも多くの「いいね」が付く場合
もあった 13。 
 
シリア難民を待ち受けるのは苦難の道か 
  

これまで見てきたように、2023 年の選挙では各党のシリア難民への対応が 1 つの焦点と
なりそうだが、公正発展党と民族主義者行動党の与党連合が勝っても、共和人民党を中心と
した野党連合が勝っても、大統領選挙と議会選挙後にシリア難民の帰還に関する議論が本格
化することが予想される。一方で、多くのシリア難民はトルコ国内に留まることを希望して
いると言われている 14。また、シリア内戦はいまだに継続している。トルコ政府がアサド政
権と接触を図ったという報道も出ているが 15、トルコ政府がこの問題をどのように収束させ
るのか、引き続き注視していきたい。■ 
 
※この記事の内容および意見は執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式意
見を示すものではありません。 
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図 1 外国人の数についてどう考えますか（％） 

 
（出所）筆者作成 

 
 
 
 

図 2 トルコ人のシリア難民に対する脅威認識（％） 

 
（出所）筆者作成 
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勝利党の本部とウミト・オズダーの横断幕 
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